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「犬の十戒」・「猫の十戒」…
飼い主に求めるものは何でしょう
　先週のショート・ヒューマン・タイムの時間に全校道徳をしました。
その中で、老松先生の犬との出会いと別れの体験と今飼っている猫の
話がありました。そして、「犬の十戒」「猫の十戒」にふれながら、飼い主とペットとの交流で何が大切なのかを考えました。「犬の十戒」と「猫の十戒」を少し紹介したと思います。
「犬の十戒」より

・あなたが私に何を求めているのか、私がそれを理解するまで待って欲しいのです。

・私を信頼して欲しい、それが私にとってあなたと共に生活できる幸せなのですから。

・私を長い間叱ったり、罰として閉じ込めたりしないで下さい。あなたには他にやる事があって、楽しみがあって、友達もいるかもしれない。でも、私にはあなたしかいないのです。

・時々話しかけて欲しい。言葉は分からなくても、あなたの声は十分私に届いています。

「猫の十戒」より

・あなたが私に望むことは理解するつもりはありません。待っても無駄です。

・私を崇拝しなさい。私にとってそれが１番大事なことなのです。

・私を長い時間叱ったり罰として閉じ込めたりしてはなりません。でも、狭いところは好きなので段ボール箱を用意するのは許可します。 あなたには仕事もあり楽しみもあり、友達だっているかもしれませんが、私のお世話をすることに勝ることはないはずです。

・私に話しかけなさい。あなたの話していることはどうでもいいのですが、話しかけるあなたの声はわかるのです。褒め言葉は特に。

どうでしょうか。犬は「信頼」猫は「崇拝」を求めています。猫のほうが少し、いや多分に上から目線な気がしますね。でも、どちらにも共通しているのは、目の前の私を、一匹の犬として、一匹の猫として、尊重してほしいと思っていること、パートナーとしていつもそばにいて欲しいということです。人も動物も、「いのちあるもの」として尊重し合える安心できる関係を築いていくことが、お互いの幸せにつながっていくと思います。
最後のカウンセラーを囲む会　かけがえのない子育ての物語との出会いに感謝です
　今年度最後の「カウンセラーを囲む会～思春期・子育て・学び合い～」が先週行われました。これまでも、多くの保護者の方々から洛風中への感謝の言葉をいただいてきました。
子どもたち一人一人が成長していく姿を確かめ合うこともできました。また、この囲む会でかわされる言葉に、不登校という現実に向き合う辛さ、なかなか人にはわかってもらうことができない困りごと、皆様の子どもへの並並ならぬ思いが、胸に迫ってくる貴重な時間でもありました。
　私は校長として、できるだけ子どもたちの前向きに成長している姿を伝えることができればよいなと思ってきました。しかし、お家で子どもと日々向き合っておられる苦労を思い浮かべる時、「校長先生、家では大変なんですよ」いう心の声が聞こえてくることもありました。スクールカウンセラーの先生方には、毎回テーマを設定していただきその時々の子どもたちの様子が伝わるように、少しでも参加の方の力、支えになるように会を進めていただきました。私はもう囲む会に参加することができないのだと思うととても寂しいです。しかし、囲む会で身にしみて学んだことをこれからも糧として、宝物として、できるだけ多くの人に伝えることができたらと思っています。ありがとうございました。
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